
　当金庫では、職員が緊急時や不測の事態に迅速に対応できるよう、平成
16年から、ＡＥＤの操作方法を含め心肺蘇生法の基礎知識を習得する「普
通救命講習」を開催し、修了者増加に取り組んでいます。
　その一環として平成２０年には姫路市消防局が実施する「応急手当普及
員」の実施訓練を受講し、この度（平成２０年９月）対象職員がその認定を受
けました。

～「住民の自主的なまちづくり」に向けた取り組み～
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TOPICS 地域とのつながりを大切に

応急手当普及員とは

1.「市民応急手当講習」の実施
　地域の自治会、PTA、各種団体等の
　要請を受けて「市民応急手当講習」
　を実施することができます。

2.「普通救命講習修了証」の発行
　「市民応急手当講習」の受講者に「普
　通救命講習修了証」を発行すること
　ができます。

地域のサポーター「生野ひいきの会」の活動

　「住民の自主的なまちづくり」を継承していくため資金面からまちづくり
を支えていく自立型の地域サポーター制度として「生野ひいきの会」が設
立されました。
　同会は、「自分達の町は自分達で守り、後世に引き継ぐ。」ことを基本理念
とし、各種イベント等に要する資金は、地元の個人・企業・団体からの寄付金
をもってそれに充てるというもので、当金庫も積極的に参画しています。
　　●「生野ひいきの会」の概要
　　　・設立年月日　平成１９年１２月１日
　　　・支援事業　　生野銀山開坑１２００年事業の継続事業、生野町の自
　　　　　　　　　　然、・町並みや景観の維持、産業遺産の維持・活用・転
　　　　　　　　　　用に関する事業他
　　　・支援の決定　助成金交付審査会にて検討のうえ決定
　　　・会員数　　　個人会員　５５４名、法人会員　４９社
　　　　　　　　　　（平成２０年９月末日現在）

姫路市消防局より「応急手当普及員」として、当庫職員が認定
されました。

加古川ツーデーマーチ

KAKOGAWA〔踊っこまつり〕

　全国有数規模のウォーキングイベントで
ある「加古川ツーデーマーチ」は今年で19
回を数え、2日間で延べ8,254名のウォー
カーが参加しました。毎回、多数の市民ボラ
ンティアが運営に協力しています。
　当金庫はイベント協賛するとともに毎回
80名近い職員が受付・模擬店のボランティ
アとして参加しています。

まっせまつり

　神河町中村から粟賀町までの旧街
道沿いの、空店舗・空地や民家の軒下
を利用して｢まるごとうりまっせ｣と住
民・商工業者が特産品の販売及びバ
ザー・イベントを開催しています。
 毎年、町内外から多数の人が参加さ
れて大いに賑わっており、当金庫も毎
年バザーに出店し、まつりに参加して
います。

　旧街道は日本最初のハイウエーとして、姫路から生野鉱山まで南北49
ｋｍに及ぶ｢銀の馬車道｣であり、平成19年10月「銀の馬車道交流館」がオ
ープンし、地域交流の場として活用されています。

　《　　　　》旅行友の会は、毎年春
と秋に１泊２日の旅行を実施しており
ます。今春は、残雪の立山連峰眺望と
魚津「金太郎温泉」の旅を企画、「越
前竹人形の里」や薬問屋を見学、おわ
ら風の盆で有名な「八尾町・諏訪町通
り」散策、国宝「瑞龍寺」参拝等春の富
山をお楽しみいただきました。
　また今秋は、「萩・山口・岩国」散策の
旅を企画、太鼓橋で有名な「錦帯橋」「瑠璃光寺五重塔」「萩城址の遊覧船」
等、山口の名所を見学、秋の山口路へとご案内します。

たんよう「旅行友の会」

ゴルフコンペ「但陽みどり会」

　日頃《　　　　》をご利用いただ
いているお取引先の皆様の親睦を
深めていただくとともに、当金庫の
役職員との交流を図る場として、毎
年、春に全店を8ブロックに分けゴル
フコンペを開催しています。平成20
年で45回を数え、毎回多数の方の
ご参加をいただき、大いにお楽しみ
いただいています。

献血活動

　《　　　　》の献血活動は、兵庫県
姫路赤十字血液センターの協力を
得て、平成7年1月から毎年、血液が
特に不足する夏と冬に、当金庫本支
店などで実施しています。職員と家
族だけでなく、広くお客様にもご協
力いただいています。
　平成20年夏には173名（延べ
4,199名）に献血いただきました。

但陽ボランティア活動

　阪神淡路大震災直後にボランテ
ィア活動を開始して丸13年が過ぎ、
その間延べ1万3千人を超す職員
が携わってきました。
　現在も毎日4～6名の職員が、リ
フト付福祉車両で車いすの方の移
動を支援する「移送サービス」と電
話回線を使用した緊急通報システ
ム「ベルボックス」を中心に、活動を
行っています。
　「移送サービス」は、平成19年1,442件の移送を行い、この3月には、ご利
用の方が延べ1万人を超えました。
　「ベルボックス」は、地域の皆さまのご協力をいただきながら、一人暮らしの
高齢者や障害の方々の不安が少しでも軽減できればと取り組んでいます。
　今後もより多くの皆さまのお役に立てればと考えています。

　〔KAKOGAWA踊っこまつり〕は今
年で10回を数え、毎回、市民の皆さん
が主体的に企画、運営する市民発の祭
です。毎年、5月のゴールデンウィーク
に開催され今年は106チームの参加
があり、盛大に開催されました。当金庫
はまちづくりの一環として第1回目か
ら協賛しています。

項　　　　　　　目
（ 　 自 　 己 　 資 　 本 　 ）
出 資 金
資 本 準 備 金
利 益 準 備 金
特 別 積 立 金
次 期 繰 越 金
そ の 他
そ の 他 有 価 証 券 の 評 価 差 損
基 本 的 項 目 T i e r 1 （ Ａ ）
一 般 貸 倒 引 当 金
補 完 的 項 目 T i e r 2 （ Ｂ ）
自 己 資 本 総 額 ［ （ Ａ ）＋（ Ｂ ） ］（ Ｃ ）
他の金融機関の資本調達手段の意図的な保有相当額

負債性資本調達手段及びこれに準ずるもの
期限付劣後債務及び期限付優先出資並びにこれらに準ずるもの

控 除 項 目 不 算 入 額
控 除 項 目 計 （ Ｄ ）
自 己 資 本 額 ［ （ Ｃ ） － （ Ｄ ） ］（ Ｅ ）
（ リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 ）
資 産 （ オ ン ・ バ ラ ン ス 項 目 ）
オ フ ・ バ ラ ン ス 取 引 項 目
オペレーショナル・リスク相当額を８％で除して得た額
リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 計 （ Ｆ ）
単 体 Ｔ ｉ ｅ ｒ １ 比 率 （ Ａ ／ Ｆ ）
単 体 自 己 資 本 比 率 （ Ｅ ／ Ｆ ）

平成20年9月平成20年3月

平成20年3月
リスク・アセット

(ⅰ)ソブリン向け
(ⅱ)金融機関向け
(ⅲ)法人等向け
(ⅳ)中小企業等・個人向け
(ⅴ)抵当権付住宅ローン
(ⅵ)不動産取得等事業向け
(ⅶ)３ヵ月以上延滞等
(ⅷ)出資等
(ⅸ)その他

②証券化エクスポージャー
ロ．オペレーショナル・リスク
ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ）

イ．信用リスク・アセット、所要自己資本の額の合計
①標準的手法が適用されるポートフォ
　リオごとのエクスポージャー

所要自己資本額 リスク・アセット 所要自己資本額
平成20年9月

（注）
１．所要自己資本の額＝リスク・アセット×４%(自己資本比率規制における国内基準)
２．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）並びにオフバランス取引及び派生商品取引の与信相当額です。
３．「ソブリン」とは、中央政府、中央銀行、地方公共団体、我が国の政府関係機関、土地開発公社、地方住宅供給公社、地方道路公社、外国の中央政府以外の公共部門（当該国内において
　ソブリン扱いになっているもの）、国際開発銀行、国際決済銀行、国際通貨基金、欧州中央銀行、欧州共同体、信用保証協会及び漁業信用基金協会のことです。
４．「抵当権付住宅ローン」とは、住宅ローンの中で代表的なものとして、抵当権が第１順位かつ担保評価額が十分満たされているものを指します。
５．「３ヵ月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ヵ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「ソブリン向け」、「金融機関向け」、「法人等向け」
　においてリスク・ウェイトが１５０％になったエクスポージャーのことです。
６．上記の「その他」は、ポートフォリオごとの区分に分類することが困難なもので、主なものは仮払金、前払費用、固定資産、繰延税金資産等です。
７．オペレーショナル・リスクは、当金庫は「基礎的手法」を採用しています。

８．単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％
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884
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391
801
145
383
876
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706

8,678


